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平
成
26
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

我
が
国
経
済
は
、
政
権
交
代
後

に
打
ち
出
さ
れ
た
各
般
の
経
済
対

策
の
実
行
に
よ
り
、
長
き
に
わ
た

る
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
が
見
え
始

め
、
政
府
に
お

い
て
も
、
景
気

は
緩
や
か
に
回

復
し
つ
つ
あ
る

と
の
判
断
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
続
発
す
る
自

然
災
害
、
目
前
に
迫
っ
た
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
、
原
油
価
格
等
の

高
止
ま
り
に
よ
る
原
材
料
の
高
騰

な
ど
、
中
小
・
小
規
模
企
業
が
抱

え
る
不
安
材
料
は
未
だ
山
積
し
て

お
り
、
特
に
、
地
方
に
お
い
て
は
、

景
気
回
復
の
実
感
を
得
て
い
る
と

は
言
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
我
が
国
全
企
業

の
87
％
を
占
め
る
小
規
模
企
業
は
、

戦
後
の
経
済
成
長
を
下
支
え
し
て

き
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
維
持
、
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。
小

規
模
企
業
の
発
展
無
く
し
て
、
我

が
国
経
済
の
発
展
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
小
規
模
企
業
に
対

す
る
支
援
に
特
化
し
た
小
規
模
企

業
基
本
法
（
仮
称
）
の
制
定
に
、

経
済
団
体
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
11
月
21
日
に
は
、
東
京
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
53

回
商
工
会
全
国

大
会
を
開
催

し
、
本
大
会
を

「
小
規
模
企
業

基
本
法
制
定
決
起
大
会
」
と
位
置

づ
け
、
早
期
制
定
に
向
け
た
一
層

の
活
動
を
改
め
て
決
議
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
今
後
も
地
域
経
済
、

社
会
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
い
く
た
め
、
地
域
や
小
規

模
企
業
に
対
す
る
「
新
た
な
提
案
」

に
つ
な
が
る
経
営
支
援
や
巡
回
訪

問
を
徹
底
す
る
な
ど
、
支
援
機
能

の
強
化
に
向
け
て
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
県
下
中
小
・
小
規
模

企
業
の
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明

る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
昨
年
の
安
倍
政
権
発
足
後
、

我
が
国
は
先
進
国
で
は
最
も
高
い

経
済
成
長
を
遂
げ
る
な
ど
、
政
権

交
代
の
効
果
が
着
実
に
現
れ
て
い

ま
す
。

　

経
済
産
業
省
と
し
て
も
、
引
き

続
き
、
日
本
経
済
の
躍
進
に
向
け

全
力
で
取
り
組

み
、
景
気
回
復

の
実
感
を
全
国

津
々
浦
々
、
地

域
経
済
を
担
う
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
ま
で
行
き
届
か
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
を
地
域

経
済
の
末
端
ま
で
行
き
届
か
せ
る

に
は
、
商
工
会
の
皆
様
の
一
人
一

人
の
御
協
力
が
重
要
で
す
。
商
工

会
の
皆
様
に
は
、
昭
和
35
年
の
商

工
会
法
の
施
行
以
来
、
半
世
紀
も

の
間
、
地
域
に
お
け
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
・
強

化
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
栃
木
県
商
工
会
連
合
会

の
皆
様
は
、「
企
業
力
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
事
業
」
と
し
て
、
企
業
の
経
営

力
を
審
査
し
、
評
価
が
高
い
取
組

に
つ
い
て
は
、
優
良
モ
デ
ル
と
し

て
県
内
外
に
発
信
頂
い
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
を
増
加
さ
せ
る
独
自

の
取
組
を
行
う
な
ど
、
県
内
企
業

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
全
力
を
注

い
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
と
し
て
は
、
現
在
、

「
中
小
企
業
政
策
審
議
会
」
に
「
小

規
模
企
業
基
本
政
策
小
委
員
会
」

を
設
置
し
て
、

小
規
模
事
業
者

の
振
興
の
た
め

の
「
基
本
法
」

の
制
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
委
員
会
の
検
討
を
踏

ま
え
、
小
規
模
企
業
施
策
の
一
層

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
商
工
会
の
皆
様
に
も
引
き
続

き
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

  

今
年
の
干
支
は「
午う
ま（
馬
）」で
す
。

馬
は
古
く
か
ら
神
の
使
い
と
し
て
、

幸
福
を
運
ん
で
く
る
縁
起
の
良
い

動
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
こ

そ
、
景
気
回
復
の
成
果
が
地
域
の

皆
様
に
し
っ
か
り
と
運
ば
れ
る
一

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
大
き
な

飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
、

私
か
ら
の
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
規
模
企
業
の
発
展
無
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　 

日
本
経
済
の
発
展
無
し

小
規
模
企
業
の
発
展
無
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　 

日
本
経
済
の
発
展
無
し

地
域
の
小
規
模
事
業
者
が

　
　
　
　 

景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
年
に

地
域
の
小
規
模
事
業
者
が

　
　
　 

　
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
年
に

平
成
26
年
の
新
春
を
迎
え

　
　

謹
ん
で
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

皆
様　

　

新
年
明
け
ま
し
て　

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

経済産業大臣

茂　木　敏　充
栃木県商工会連合会

会 長　中村  彰太郎
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理　事

小 林 俊 雄
（壬生町）

今
年
こ
そ

　

不
況
克
服

西　方

川 上 貢 一

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

　

外
へ
情
報
発
信

石　橋

髙 山 忠 則

   

堅
実
運
営

岩舟町

安 藤 芳 雄

組
織
率
の
向
上
と

行
動
す
る

　
　

商
工
会
へ

芳賀町

佐 藤 政 二

原
点
回
帰

新
た
な
一
歩
の  

　

実
現
を
図
る

大平町

河 田 公 美

期
待
さ
れ

信
頼
さ
れ
る

　
　

商
工
会
に

足利市坂西

小 島 晃 一

会
員
事
業
所
の

繁
栄
と

  

地
域
活
性
化

茂木町

渡 邉  　晃

会
員
の

経
営
基
盤
強
化
を

　
　

推
進
し
ま
す

小山市美田

大 森 順 一

会
員
の
た
め
の

頼
れ
る
商
工
会
！

佐野市あそ

廣 瀬 正 道

巡
回
訪
問
の

徹
底
を
目
指
す

　
　

一
年
で
す

西那須野

佐 藤 幹 雄

活
力
の
あ
る

商
工
会
づ
く
り
を

那須塩原市

平 山     博

「
努
力
・
邁
進
」

そ
し
て

　
　

一
致
団
結

黒　羽

花 山  　登

勇
気
を
持
っ
て

    

決
断
を
！

にのみや

柴 山 和 之

原
点
に

　

立
ち
返
り

協
調
し

　

共
に
歩
む

間々田

山 本 郁 夫

  

経
営
支
援
の

  

充
実
と
強
化

那珂川町

筧     良 夫

商
工
会
と
共
に

　
　

前
進

頑
張
る

　
　

会
員
の
力

足尾町

菅 沼　  清

鐵
杵
成
針

素
直
な
心
と

　

志
を
大
切
に

野木町

小 林 敏 郎

会
員
と
地
域
の

　

活
性
化
を

　
　

 

商
工
会
で

喜連川

小 堀 勇 人

新
し
い
一
歩
が

　

未
来
へ
の
一
歩

　

　
復
興
元
年

　
　
　
　

喜
連
川

粟　野

井 戸 道 廣

巡
回
訪
問
の

充
実
を
徹
底
し

　
　

全
力
投
球

桑　絹

上 野 弘 夫

笑
顔
で
行
こ
う

努
力
が

人
生
を
変
え
る

高根沢町

野 中 昭 一

四
万
人
の

　

街
づ
く
り
を

　
　

支
援
す
る

上三川町

宮 﨑 　 哲

職
員
と
共
に

提
案
力
を

　

高
め
ま
す

矢板市

前 田 光 弘

夢
と
希
望

元
気
と

　

チ
ャ
レ
ン
ジ

監　事

理　事

飯 塚     洋
（益子町）

千
兵（
軍
）は

　
　

得
や
す
く

一
将
は

　
　

求
め
難
し

理　事

佐 藤 憲 一
（湯津上）

一
隅
を
照
ら
す

人
・
企
業
で

　
　
　
　

あ
れ

理　事

西 﨑 將 晴
（氏　家）

一
隅
照
隅

万
燈
照
国

理　事

半 田 政 夫
（うつのみや市）

創
意

　

工
夫

　
　

継
続

常務理事

稲 葉 光 二
（商工連）

一
年
頑
張
っ
た

会
員
の
皆
様
に

　

あ
り
が
と
う

監　事

薄 井 正 明
（那須町）

「
今
か
ら
実
行
」

「
新
し
い
行
動
」

専務理事

長 嶋 敏 夫
（商工連）

一
歩
で
も

　

二
歩
で
も

前
進
を

　
　

図
り
ま
す

副会長

大 島 將 良
（下野市）

必
要
と
さ
れ
る

　

商
工
会
を

　
　

め
ざ
し
て

副会長

福 田 徳 一
（塩谷町）

会
員
増
強

　

そ
し
て

　
　

一
致
団
結

理　事

渡邉サダ子
（県女性連）

心
を
新
た
に

希
望
を
新
た
に

理　事

戸 崎 泰 秀
（県青連）

よ
く
学
び

よ
く
働
き

よ
く
語
ら
う

理　事

日向野孝夫   
（都賀町）

何
が
で
き
る
の
か

何
を
や
る
の
か

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標
・
抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負

今
年
の
目
標
・
抱
負

2014年
商工会長

”

“

田 中 久 己   
( 藤岡町 )

組
織
の
強
化
と

更
な
る

　
　

企
業
支
援 !

!

!

て
っ
し
ょ
せ
い
し
ん
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昨
年
11
月
21
日
、
東
京
・
渋

谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
53
回
商
工
会
全
国
大
会 

〜
小

規
模
企
業
基
本
法
制
定
決
起
大

会
〜 

が
開
催
さ
れ
た
。
世せ

耕こ
う

弘ひ
ろ

成し
げ

内
閣
官
房
副
長
官
（
内
閣
総

理
大
臣
代
理
）、
茂
木
敏
充
経
済

産
業
大
臣
ら
が
来
賓
と
し
て
参

列
す
る
中
、
全
国
の
商
工
会
に

加
入
す
る
中
小
企
業
経
営
者
な

ど
３
，
０
０
０
人
が
一
堂
に
会

し
た
。
本
県
か
ら
は
約
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
宣
言
に
続
く
大
会
会
長

挨
拶
で
全
国
連
の
石
澤
義
文
会

長
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り

小規模企業基本法の早期制定に向けて決起 第53回
商工会全国大会
第53回

商工会全国大会

日
本
経
済
に
明
る
い
兆
し
は
見

え
て
き
た
も
の
の
、
地
域
の
小

規
模
事
業
者
は
依
然
と
し
て
十

分
な
実
感
を
得
ら
れ
て
い
な
い

と
し
た
上
で
、
か
ね
て
か
ら
念

願
と
し
て
き
た
「
小
規
模
企
業

基
本
法
」
の
実
現
を
目
指
し
、

基
本
法
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
よ
う
な
思
い
切
っ

た
小
規
模
政
策
を
講
じ
る
よ
う
、

政
府
に
強
く
要
望
し
た
。

　

加
え
て
、
来
年
に
迫
っ
た
消

費
税
の
引
き
上
げ
は
、
小
規
模

企
業
に
と
っ
て
最
大
の
懸
念
材

料
と
い
う
認
識
の
も
と
、
適
正

な
価
格
転
嫁
対
策
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
引
き
上
げ
の
際
に
は

転
嫁
状
況
の
検
証
に
基
づ
い
た

慎
重
な
判
断
を
要
望
し
た
。

　

意
見
表
明
で
は
、「
小
規
模
企

業
基
本
法
」
の
早
期
制
定
と
併

せ
て
「
小
規
模
企
業
支
援
施
策

の
大
幅
な
拡
充
」
や
「
中
小
企

業
金
融
制
度
の
拡
充
」
を
強
く

要
望
す
る
と
と
も
に
、「
消
費
増

税
に
対
す
る
対
策
の
実
施
」、「
原

発
事
故
の
早
期
収
束
及
び
被
害

に
対
す
る
完
全
賠
償
の
実
施
」

な
ど
を
訴
え
、
５
項
目
の
大
会

決
議
を
採
択
し
た
。

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

役
員
功
労
者　

う
つ
の
み
や
市 

理　

事  

萩
野
谷
信
一

益
子
町　

 

理　

事  

髙
橋　

正
則

　

 

〃 　
　

 

理　

事  

荒
井　
　

久

茂
木
町　

 

副
会
長  

大
塚　

康
行

　

 

〃　

    

理　

事  

大
塚　

仁
志

芳
賀
町　

 

前
会
長  

大
林　

幹
侑

大
平
町   

理　

事  

川
股　

康
達

　

 

〃      

理　

事  

竹
澤　

博
之

　

 

〃      

監　

事  

小
山　

修
一

高
根
沢
町 

理　

事  

直
井　

昭
治

　

 

〃    

理　

事  

宮
嶋　

信
芳

西
那
須
野 

理　

事  

赤
羽　

善
道

    

〃      

理　

事  

中
井　

義
三

佐
野
市
あ
そ 

理　

事  

金
原　

雅
弘

    

〃      

理　

事  

関
根　

泰
雄

女
性
部
功
労
者

大
平
町
商
工
会
女
性
部

 

理　

事　

石
川
美
千
代　

優
良
常
勤
役
職
員
表
彰

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

商
工
連 

主　

査　

齋
藤　

勝
雄

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

に
の
み
や 

主　

任　

加
藤　

裕
子

都
賀
町 

主　

事　

秋
澤　

一
恵

商
工
連 

主　

査　

長
谷
川　

敬

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

（
商
工
会
法
施
行
50
周
年
特
別
枠
部
門
）

那
須
烏
山　
（
巡
回
訪
問
強
化
）

１．小規模企業基本法の早期制定
１．地域や小規模企業に対する支援策の抜本
的拡充

１．中小・小規模企業のための税制・社会保障
施策の実施

１．東日本大震災被災地・原発事故・電力の安
定供給等に対する万全の対策

１．地域に根差す商工会の支援機能の更なる
強化

大会決議

「
小
規
模
企
業
支
援
施
策
の
大
幅
な
拡
充
」　

　
　
　
「
中
小
企
業
金
融
制
度
の
拡
充
」
な
ど
も
要
望

多くの来賓を迎えて行われた第 53回大会

晴
れ
の
表
彰　

20
名
・
１
団
体

表
彰
基
準
日　

平
成
25
年
３
月
31
日
（
敬
称
略
）

　

昨
年
11
月
21
日
、
商
工
連
の

中
村
会
長
は
じ
め
県
内
市
町
の

商
工
会
長
ら
約
30
人
が
経
済
産

業
省
を
訪
れ
、
小
規
模
企
業
へ

の
支
援
に
特
化
し
た
小
規
模
企

業
基
本
法
の
早
期
制
定
な
ど
を

求
め
る
陳
情
書
を
、
茂
木
敏
充

経
済
産
業
大
臣
に
手
渡
し
た
。

大
臣
は
「
小
規
模
企
業
の
振
興

の
た
め
の
基
本
法
制
定
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
で
き

る
だ
け
早
く
成
立
さ
せ
、
小
規

模
企
業
施
策
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

陳
情
は
同
日
開
催
さ
れ
た
第

53
回
商
工
会
全
国
大
会
で
の
決

議
を
受
け
た
も
の
で
、
地
域
や

小
規
模
企
業
へ
の
支
援
策
の
抜

本
的
拡
充
、
中
小
・
小
規
模
企

業
の
た
め
の
税
制
・
社
会
保
障

施
策
の
実
施
な
ど
４
項
目
を
求

め
て
い
る
。

　

商
工
連
は
、
茂
木
大
臣
を
含

む
本
県
関
係
の
自
民
党
国
会
議

員
８
人
に
も
陳
情
書
を
提
出
し

た
。

陳情書を受け取る茂木大臣（前列右から２人目）と商工会
長（経済産業省大臣室にて）

小
規
模
企
業
へ
の
支
援
を
経
済
産
業
大
臣
に
陳
情
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栃
木
県
の
商
工
会
関
係
の
皆
様
に

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
新
た
な
年
が
、
皆
様
お
一
人
お

ひ
と
り
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
夏
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方

か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
温
か
く

お
支
え
頂
き
、
ま
た
組
織
代
表
と
し

て
力
強
く
押
し
上
げ
て
頂
き
ま
し
た

お
陰
で
、
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
国

内
経
済
は
改
善
の
兆
し
が
あ
る
も
の

の
、
我
々
商
工
会
を
取
り
巻
く
地
方

経
済
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
皆
様
方
か
ら
も
署
名
活

動
に
よ
り
応
援
頂
き
ま
し
た
『
小
規

模
企
業
基
本
法
』
の
制
定
を
、
通
常

国
会
に
て
何
と
し
て
で
も
実
現
し
、

身
近
に
感
じ
て
頂
け
る
小
規
模
企
業

政
策
を
具
現
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で

打
開
し
て
い
き
、
中
小
企
業
全
体
の

活
性
化
や
地
域
の
元
気
を
実
現
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
中
小
企
業
政
策
の
根
幹

に
あ
る
の
は
、
１
９
６
３
年
に
制
定

さ
れ
た
中
小
企
業
基
本
法
で
す
。
こ

の
法
律
は
、
大
企
業
と
中
小
企
業
と

の
格
差
是
正
に
重
点
が
置
か
れ
、
生

産
性
の
向
上
や
取
引
条
件
の
向
上
な

ど
、
地
域
で
頑
張
る
中
小
企
業
・
小

規
模
零
細
事
業
者
を
支
え
て
き
ま
し

た
が
、
１
９
９
９
年
に
抜
本
的
に
改

正
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
法
改
正
に
よ
り
、
全
国
展
開

や
海
外
進
出
な
ど
、
成
長
や
発
展
を

目
指
し
て
頑
張
る
中
小
企
業
を
応
援

す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
創
業
支
援
、
経
営
革
新
・

技
術
革
新
の
促
進
、
経
営
基
盤
の
強

化
な
ど
が
強
く
推
し
進
め
ら
れ
、
地

域
に
密
着
し
て
経
営
を
維
持
継
続
す

る
こ
と
に
努
め
る
小
規
模
事
業
者
に

し
っ
か
り
対
応
し
た
支
援
施
策
が
極

め
て
少
な
く
な
り
ま
し
た
（
図

１

参
照
）。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
そ

の
後
10
年
間
で
小
規
模
事
業
者
が

56
万
社
も
減
少
（
図

２
参
照
）
し
、

景
気
の
低
迷
も
伴
っ
て
、
地
域
経
済

が
疲
弊
を
極
め
る
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
我
が
国
の
企
業
・
事
業
所

４
２
１
万
社
の
う
ち
、
中
小
企
業
は

全
体
の
99
・
７
％
（
４
２
０
万
社
）

で
あ
り
、
小
規
模
事
業
者
は
約
87
％

（
３
６
６
万
社
）
を
占
め
て
い
ま
す

（
図

３
参
照
）。

　

中
小
企
業
間
で
も
事
業
規
模
の
格

差
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
中
小
企

業
ひ
と
く
く
り
の
政
策
に
不
具
合
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
デ
フ
レ
経
済
が

続
く
中
で
大
企
業
と
の
コ
ス
ト
競
争

に
さ
ら
さ
れ
、
価
値
で
は
な
く
価
格

で
判
断
さ
れ
る
市
場
性
が
強
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
企
業
の
強
み
（
商

品
、
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
が
価

値
で
判
断
さ
れ
、
小
規
模
事
業
者
で

も
し
っ
か
り
と
経
営
を
継
続
で
き
る

環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

夢
や
希
望
が
持
て
る
社
会
、
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
経
済
を
取
り
戻

す
こ
と
、
努
力
が
報
わ
れ
、
努
力
す

る
こ
と
に
価
値
が
感
じ
ら
れ
る
経
営

環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
な
の
で
す
。

　

過
去
か
ら
、
地
域
の
社
会
基
盤
を

構
築
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
小
規
模

事
業
者
が
、
地
域
に
密
着
し
た
状
態

で
経
営
を
強
く
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
現
行
法
で
は
対
処
で
き
な
い

ほ
ど
環
境
も
変
化
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
我
が
国
は
法
治
国
家
で
す
の
で
、

法
律
に
基
づ
い
た
政
策
し
か
具
現
化

で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
現
行
法

と
は
別
に
、
小
規
模
企
業
を
し
っ
か

り
と
定
義
付
け
し
、
具
体
的
に
身
近

で
支
援
で
き
る
政
策
を
具
現
化
し
て

い
く
た
め
の
基
本
法
が
新
た
に
必
要

な
の
で
す
！

　

現
在
、
商
工
会
青
年
部
の
先
輩
で

も
あ
る
松
村
参
議
院
議
員
（
熊
本
県
）

と
渡
辺
参
議
院
議
員
（
岐
阜
県
）、

そ
し
て
全
国
商
工
会
連
合
会
と
連
携

協
力
し
、
一
日
も
早
い
『
小
規
模
企

業
基
本
法
』
の
制
定
を
目
指
し
て
専

心
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
商

工
会
関
係
の
皆
様
か
ら
１
０
０
万
に

届
く
署
名
も
集
め
ら
れ
、
強
く
後
押

し
も
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
あ
と

一
歩
で
す
！

　

挑
戦
を
力
強
く
応
援
し
、
か
か
る

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
、
皆
様
の
不
断
の

努
力
が
報
わ
れ
る
持
続
可
能
な
経
営

環
境
を
実
現
す
べ
く
努
め
て
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
倍
旧
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

図-1  平成11年中小企業基本法の改正

図-2  小規模企業数の変化

中規模企業
53.6 万社
（12.7％）

小規模企業
366.5 万社
（87％）

大企業
1.2 万社
（0.3％）

小規模企業
912 万名
（21.2％）

大企業
1,463 万名
（34.1％）

中規模企業
1,922 万名
（44.7％）

企業数 従業員数

図-3  小規模企業者数

小規模事業者が　夢や希望の持てる　経営環境づくりのために

新
年
、
明
け
ま
し
て

    

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
商
工
会
連
合
会

小
規
模
企
業
支
援
強
化
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

   

参
議
院
議
員　

宮 

本 

周 

司  

氏

小
規
模
企
業
を

身
近
で
支
援
で
き
る
政
策
の
具
現
化
を
！

一
日
も
早
く
『
小
規
模
企
業
基
本
法
』
の
制
定
を
目
指
す
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お客様が望むもの・・・　　それは毎日のチョットした充実感

◆ 

実
践
事
例
発
表 
◆

　
「
平
成
14
年
に
ワ
ク
ワ
ク
系
の

店
づ
く
り
実
践
会
に
参
加
し
て
、

商
い
に
対
す
る
発
想
が
１
８
０

度
変
わ
っ
た
」
と
前
置
き
し
て
、

体
験
談
を
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、

野
木
町
で
寝
具
店
・
こ
じ
ま
寝

装
を
営
む
小
島
三み
つ

利と
し
氏
。

　

当
時
は
店
舗
販
売
が
３
割
、
残

り
７
割
が
訪
問
販
売
と
い
う
状

▲「お客様をワクワクさせる企画を考えることが
　何より楽しい。アイデアが浮かんだら即実践を
　心がけている」と熱く語る小島三利氏

況
で
、
店
舗
販
売
の
強
化
が
当
店

の
存
続
を
か
け
た
大
命
題
だ
っ

た
。
実
践
会
で
お
客
様
が
繰
り

返
し
来
店
し
た
く
な
る
店
づ
く

り
手
法
を
学
び
、
早
速
実
行
し

た
の
が
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
。
こ

ん
な
も
の
を
出
し
た
ら
お
客
様

が
嫌
が
る
の
で
は
と
い
う
不
安

に
駆
ら
れ
な
が
ら
お
客
様
約
１
，

０
０
０
名
に
発
送
し
た
と
こ
ろ
、

お
礼
や
激
励
の
言
葉
が
た
く
さ

ん
返
っ
て
き
た
。
来
店
者
も
増
加

し
布
団
の
注
文
に
も
繋
が
っ
た
。

創
刊
か
ら
毎
月
発
行
し
、
12
年

目
の
今
年
11
月
で
１
３
３
号
に

な
っ
た
。

　

同
時
に
実
行
し
た
の
が
、
豪
華

賞
品
の
当
た
る
年
末
の
「
カ
レ

ン
ダ
ー
早
当
て
ク
イ
ズ
」。
従
来

は
お
客
様
宅
を
訪
問
し
て
配
っ

て
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
店
に

取
り
に
来
て
も
ら
い
、
用
意
し
た

４
種
類
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
う
ち

ど
れ
が
一
番
早
く
な
く
な
る
か

を
投
票
で
当
て
る
と
い

う
も
の
。
当
選
者
に
個

別
に
商
品
を
手
渡
す
の

で
は
味
気
な
い
と
、
当

選
者
を
一
同
に
集
め
て

授
賞
式
を
開
催
。
お
客

様
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
一
役
か
っ

た
。

　

そ
し
て
冬
の
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
「
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」。
平
成
２
年

に
１
本
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
か
ら
始
め
、
毎

年
少
し
ず
つ
増
や
し
て

き
た
。
実
践
会
に
参
加

し
て
、
お
客
様
を
楽
し

ま
せ
る
た
め
な
ら
何
を

や
っ
て
も
い
い
ん
だ
と

気
持
ち
が
吹
っ
切
れ
、

こ
の
年
の
年
末
に
大
幅

に
増
や
し
た
。
そ
れ
以

降
も
毎
年
増
や
し
続
け
、
今
で
は

ち
ょ
っ
と
し
た
地
元
の
観
光
名

所
。
数
年
前
か
ら
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
の
観
光
バ
ス
も

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ツ
ア
ー

の
お
客
様
を
店
内
に
呼
び
込
も

う
と
ク
リ
ス
マ
ス
雑
貨
を
入
り

口
付
近
に
置
い
た
と
こ
ろ
、
連

日
観
光
地
の
お
み
や
げ
屋
状
態
。

雑
貨
だ
け
で
な
く
寝
具
も
売
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
た
な
ア
イ
デ

ア
の
創
出
と
即
実
践
で
、
来
店

客
を
増
や
し
て
い
き
た
い
、
と

締
め
く
く
っ
た
。

◆ 

講　
　

演 

◆

　
「
２
０
０
５
年
頃
か
ら
全
く
新

し
い
消
費
社
会
に
入
っ
た
」
と
、

小
阪
先
生
は
次
の
よ
う
に
訴
え

た
。

　

30
年
ほ
ど
前
か
ら
、
生
活
者
の

価
値
観
が
「
物
の
豊
か
さ
」
か
ら

「
心
の
豊
か
さ
」
へ
と
移
行
し
始

め
た
。
こ
の
こ
と
は
モ
ノ
を
所
有

す
る
こ
と
か
ら
、
毎
日
の
チ
ョ
ッ

ト
し
た
充
実
感
に
悦
び
を
見
い

だ
す
と
い
う
時
代
に
変
化
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
を
十
分
認
識

し
て
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み

取
り
、
消
費
者
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
価
値
を
創
造
し
て
顧

客
を
つ
く
る
努
力
が
必
要
だ
と

力
説
し
た
。

　

商
工
連
が
、
固
定
客
を
つ
か
む
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
平

成
19
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
本
セ
ミ
ナ
ー
。
今
回
は
、
ワ
ク
ワ
ク

系
店
づ
く
り
の
実
践
事
例
発
表
１
件
と
、
オ
ラ
ク
ル
ひ
と
・
し
く
み
研
究

所
・
小
阪
裕
司
代
表
に
よ
る
、「
お
客
様
の
悦
び
に
フ
ォ
ー
カ
ス
〜
売
れ

る
店
に
変
わ
る
軌
跡
の
共
通
法
則
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

実
践
事
例
と
講
演
に
学
ぶ　

　

ワ
ク
ワ
ク
系
の
店
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　
　

 

― 

平
成
25
年
11
月
14
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ 

―

　

全
国
連
主
催
に
よ
る
平
成
25
年

度
む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス

ト
の
審
査
結
果
が
第
53
回
商
工
会

全
国
大
会
に
お
い
て
発
表
さ
れ
、

「
耳
う
ど
ん
」（
八

幡
そ
ば
：
佐
野

市
あ
そ
商
工
会

員
）
が
見
事
、

全
国
商
工
会
連

合
会
長
賞
を
受

賞
し
た
。

　
「
耳
う
ど
ん
」

は
郷
土
料
理
の

一
種
で
昔
か
ら
伝
わ
る
耳
の
形
を

し
た
う
ど
ん
を
現
代
向
け
に
ア
レ

ン
ジ
。
ぶ
っ
か
け
や
鍋
の
具
材
、

ま
た
ス
イ
ー
ツ
感
覚
で
白
玉
の
代

わ
り
に
耳
う
ど
ん
を
使
用
し
て
も

お
い
し
く
頂
け
る
。

　

八
幡
そ
ば
さ
ん
は
「
光
栄
な
こ

と
で
大
変
う
れ
し
い
。
こ
れ
を
機

に
販
路
拡
大
、
売
上

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
商
工
会
地
域
の
資

源
・
技
術
等
を
活
用

し
た
特
産
品
や
、
商

工
会
の
指
導
助
言
の

も
と
に
開
発
さ
れ
た

特
産
品
等
を
応
募
対
象
と
し
て
年

１
回
開
催
さ
れ
、
流
通
業
者
と
の

販
路
開
拓
や
販
路
拡
大
に
繋
が
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

八
幡
そ
ば
の「
耳
う
ど
ん
」（
佐
野
市
あ
そ
商
工
会
員
）

は
ち
ま
ん

八
幡
そ
ば
の「
耳
う
ど
ん
」（
佐
野
市
あ
そ
商
工
会
員
）

は
ち
ま
ん

―
む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
―

―
む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
―
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初
開
催
の
壬
生
町
、
高
根
沢
町

の
ほ
か
、
矢
板
市
、
西
方
、
石
橋
、

那
須
烏
山
、
黒
羽
、
足
利
市
坂

西
の
各
商
工
会
で
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
色
を
打
ち
出
し
て
下

表
の
よ
う
に
開
催
。
市
街
地
の
活

性
化
、
市
民
交
流
の
機
会
、
子

供
た
ち
が
楽
し
め
る
場
づ
く
り

に
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
た
。

　

県
内
商
工
会
地
区
か
ら
31
台

の
軽
ト
ラ
が
、
み
ぶ
蘭
学
通
り

商
店
街
内
に
集
結
。
約
２
４
０

ｍ
の
区
間
に
、
地
場
産
の
米
や

野
菜
な
ど
に
加
え
、
塩
原
大
根

や
鮎
の
塩
焼
き
、
益
子
焼
な
ど

各
地
域
な
ら
で
は
の
農
産
物
や

特
産
品
・
逸
品
が
並
ん
だ
。

　

み
ぶ
蘭
学
通
り
ま
つ
り
と
同

時
開
催
と
な
っ
た
会
場
に
は
、
あ

い
に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ

ら
ず
延
べ
８
，
５
０
０
人
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

宝
積
寺
駅
東
口
道
路
（
通
称
：

ち
ょ
っ
蔵
へ
の
道
）
に
軽
ト
ラ
ッ

ク
22
台
が
並
び
、
取
れ
た
て
の

　

11
月
22
日
か
ら
３

日
間
、「
お
取
り
寄

せ
」
よ
り
「
お
手

に
取
り
」
を
テ
ー
マ

に
”
ニ
ッ
ポ
ン
全

国
物
産
展
“
が
開

催
さ
れ
た
。
会
場
に

は
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
ま
で

全
国
津
々
浦
々
か
ら

約
３
５
０
事
業
者
が

集
結
し
、
期
間
中
約

14
万
人
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
㈱
野
州
た
か
む

ら
（
茂
木
町
商
工
会
）、
㈲
天
志
古

商
店
（
壬
生
町
商
工
会
）、
都
賀

町
商
工
会
「
自
社
製
品
売
り
込
み

隊
」、
ヨ
シ
ダ
フ
ァ
ー
ム
（
氏
家
商

工
会
）、
那
須
高
原
満
月
化
粧
水
月

子
（
那
須
町
商
工
会
）、
㈲
む
ら
き

（
那
須
塩
原
市
商
工
会
）、
㈲
ハ
ッ

ピ
ー
商
会
（
佐
野
市
あ
そ
商
工
会
）

の
７
事
業
所
と
、「
物
産
展
」
名
物

の
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
㈱
南
ヶ

丘
牧
場（
那
須
町
商
工
会
）が
出
店
。

多
く
の
来
場
者
に
”
と
ち
ぎ
“
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

来
場
者
に
”と
ち
ぎ
“の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
栃
木
県
の
ブ
ー
ス

８
事
業
所
が
〝
と
ち
ぎ
〞
の
魅
力
を
発
信

２０１３
「お取り寄せ」より「お手に取り」の３日間

  商工会名         開  催  日        開催場所 出店台数
  　  

矢　板　市 平成25年11月17日㈰ 前新通り 65台

西　　　方 平成25年10月27日㈰ 東武金崎駅前通り 13台

石　　　橋
 平成25年10月20日㈰ 

石橋駅西通り
 24台

 平成25年12月15日㈰  23台

那 須 烏 山 平成25年11月４日㈪ 山あげ会館前通り ７台

黒　　　羽 平成25年10月20日㈰ 旧黒羽駅前通り 26台

足利市坂西 平成25年10月20日㈰ 足利市道葉鹿町２号線 27台

（実績）

野
菜
や
花
苗
、
軽
食
や
惣
菜
、

鮎
の
塩
焼
き
、
菓
子
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
を
販
売
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
会
場
に
は
買
物
客
や

親
子
連
れ
な
ど
約
２
，
５
０
０

人
が
訪
れ
て
、
正
午
過
ぎ
に
は

完
売
す
る
店
が
出
る
ほ
ど
の
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
た
。

　

買
い
物
を
し
た
店
の
ス
タ
ン

プ
を
３
個
集
め
る
と
１
回
抽
選

が
で
き
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

開
催
さ
れ
、
抽
選
会
場
で
は
、
高

根
沢
産
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
３
㎏

を
手
に
し
た
当
選
者
の
喜
び
の

声
が
響
い
て
い
た
。

高
根
沢
町
商
工
会    

10
月
27
日

10
時
〜
14
時

壬
生
町
商
工
会       

10
月
20
日

10
時
〜
13
時

とちぎ商工会 “スー爺サンタ” の軽トラ市とちぎ商工会 “スー爺サンタ” の軽トラ市
“　 　 　”中心市街地に  にぎわい  創出中心市街地に  にぎわい  創出

　

商
工
会
地
域
の
商
店
街
を
支
援
す
る
た
め
に
、
商
工
連
が
平
成
23
年
度

よ
り
実
施
し
て
い
る
「
と
ち
ぎ
商
工
会
”
ス
ー
爺
サ
ン
タ
“
の
軽
ト
ラ
市
」

が
、
昨
年
10
月
〜
12
月
に
か
け
て
集
中
的
に
開
催
さ
れ
、
各
地
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
た
。
壬
生
町
、
高
根
沢
町
の
両
商
工
会
で
は
今
回
が
初
開
催
と

な
っ
た
。

雨
の
中
、傘
を
さ
し
な
が
ら
買
物
を
す

る
来
場
者

食
欲
を
そ
そ
る
匂
い
に
誘
わ
れ
て
、順

番
待
ち
の
列
を
つ
く
る
来
場
者

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

乾
杯
条
例　

　

２
０
１
４
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

　

昨
年
12
月
18
日
、
県
議
会
通

常
会
議
に
お
い
て
議
員
提
出
の

「
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
で
乾
杯
を

推
進
す
る
条
例
」
が
可
決
・
制

定
さ
れ
、
本
年
１
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。

　

本
県
は
35
軒
を
超
え
る
日
本

酒
の
酒
蔵
を
抱
え
る
酒
ど
こ

ろ
。
ま
た
ビ
ー
ル
大
麦
の
出
荷

量
は
、
２
０
１
２
年
時
点
で
約

２
万
３
千
ト
ン
と
日
本
一
。
足

利
市
な
ど
で
は
ワ
イ
ン
の
醸
造

が
盛
ん
だ
。
条
例
は
、
県
内
の

現
状
を
踏
ま
え
て
幅
広
い
酒
類

を
対
象
と
し
て
い
る
。
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消費税の価格転嫁対策は　商工会の相談窓口へ！
　来年度以降に予定されている消費税率の２段階にわたる引き上げを見据え、商工
会では中小・小規模事業者が円滑に消費税を価格転嫁できるよう、各商工会に「消
費税転嫁対策相談窓口」を設置しました。
　まずは、お気軽に窓口へご相談下さい。

商工会の消費税転嫁対策相談窓口では
　　　　 ○経理・税務・新商品開発・販路開拓・経営革新・IT 活用などの講習会
　　　　 ○専門家の派遣による個別の経営課題解決などを通じて

中小・小規模事業者の皆様を支援します。相談無料・秘密厳守です。

毎年の消費税の
支払が厳しい

これを機会に
何か新しい

取り組みをしたい

消費税が上がっても
価格を引き上げられない

なかなか利益が
出ない

消費税も上がるし、
経理の見直しがしたい

こんな悩みを解決します。こんな悩みを解決します。

　まだ特別徴収を行っていない事業主の方は、
各市町の住民税担当課へお問い合わせください。

【事業主のメリット】
　○個人住民税の税額計算は市町村で行いますの
で、税額を計算する必要はありません

【従業員のメリット】
　○特別徴収にすると金融機関等に出向いて納税
する手間が省けます

　○給与天引き（年12回）なので、年４回の普通徴
収に比べて１回あたりの納税額が少なくてす
みます

（問い合わせ先）
　各市長住民税担当課
　県市町村課　028-623-2118
　県税務課　　028-623-2108

事業主のみなさん
従業員の個人住民税は特別徴収
（給与天引き）で納めましょう！

事業主のみなさん
従業員の個人住民税は特別徴収
（給与天引き）で納めましょう！

特定の産業には特定 (産業別 )最低賃金が定められています。
～ 計画的な最低賃金引上げを支援する制度　　　
　　　「業務改善助成金」  があります ～

詳しくは、栃木労働局賃金室（028-634-9109）
又は、最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

確認しましょう！栃木県の

最  低  賃  金
718円時

間
額

平成 25年 10月 19日発効


